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望月紀久朗

代表取締役社長

宣言日

年12月31日までの取組目標

（記載上の注意）
　 １　「目標に関連する取組内容」は、３つ以上のゴールに関する取組を記載してください。
 　２　取組のない目標については、行ごと削除してください。

自治体、協力事業者と協業しSDGsの進展を実現する。 自治体、協力事業者と協業しSDGsの進展を実現する。

海岸の美化　再生紙活用の促進し、プラスティックゴミを
減少させる。

地域の諸団体が実施する海岸清掃にけいぞく参加する。

５

 　３　取組目標は、出来る限り定量的に記載してください。
 　４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。
 　５　取組目標については、毎年１月に達成状況を報告していただきます。

１

静岡市清水区船越三丁目１２番４４号

本社が届け出る場合は、事業所（支店・営業所等）の数

424-0866

事業所・団体等又は
関連事業者等の名称

業　　　　　種

従業員（構成員）数

代表者　職・氏名

所　　在　　地

酪農家の生産性向上に寄与する。 酪農家の生産性向上に寄与する。

環境ISOの活動を維持継続する。太陽光発電機器の有効活
用を検討する。グリーン電力の啓蒙を継続する。

環境ISOの活動を維持継続する。太陽光発電機器の有効活
用を検討する。グリーン電力の啓蒙を継続する。

省エネルギー機器の販売と啓蒙活動を継続する。セルロー
スナノファイバーの啓蒙活動を継続する。

省エネルギー機器の販売と啓蒙活動を継続する。セルロー
スナノファイバーの啓蒙活動を継続する。

セルロースナノファイバーの活用 酪農家向けの展開を拡充する。

ＳＤＧｓ宣言書
　私たちは、持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり取り組むことを宣言します。

2022

ゴール これまでの取組内容

事業所・団体等又は関連事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

当社の事業は元来環境負荷が大きな物でありました。故に省エネやできるだけ環境負荷の少ない製品の販売に傾注
してまいりました。今後も安定的で経済合理性をかね添えた物品の販売を継続してまいります。

事業所・団体等又は関連事業者等としてのねらい、特徴的な活動

省エネ機器やグリーン電力の啓蒙と販売

目標に関連する取組内容

2022
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望月燃料株式会社

5 人

７．卸売・小売業

氏　　　　　名

職　　　　　名

http://#

